
九大GCOE「新炭素資源学」・JCOAL公開講座 

～私たちの未来を支えるエネルギーと生活を考えよう～ 

 

日時： 平成21年11月1日（日） 10:00～16:00  

場所： 九州大学筑紫キャンパス C-CUBE筑紫ホール(福岡県春日市春日公園６－１)  

主催： 九州大学グローバルCOE「新炭素資源学」、(財)石炭エネルギーセンター（JCOAL）  

共催： 国公私立大コンソーシアム・福岡、（独）科学技術振興機構(JST)イノベーションプラザ福岡、九州電力(株)、 

       新日本製鐵(株)、電源開発(株)（JPOWER）、西日本新聞社  

後援： 経済産業省、福岡県  

協力： (財)九州環境管理協会、文部科学省科学技術政策研究所、（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、東洋大学  

 

講演会・セミナー （C-CUBE 1F 筑紫ホール） 

第一部：講演会（日英同時通訳付き） 10:00～12:30  

・オープニング：海洋と地球環境・エネルギー資源【小寺山 亘：九州大学 特任教授】  

1) 自然エネルギーとの協働作業：太陽電池の今と将来【Dr. Steven Kimbel：MEMC Electronic Materials Inc.】 

2) 水素エネルギーとその利用技術【松本 広重：九州大学 教授】  

3) 鉄鋼業の石炭有効利用について【佐藤 孝志：新日本製鐵(株) 八幡製鐵所 生産技術部】  

4) 温暖化ガスを極力発生しない石炭火力発電～石炭ガス化複合発電  

                                      【後藤 秀樹：電源開発(株) 技術開発センター 若松研究所長】  

5) 石炭政策：日本のエネルギー政策と石炭の未来【守屋 猛：資源エネルギー庁石炭課 国際石炭分析官】  

 

第二部：セミナー  

◆ 特別講演：お菓子と石炭の意外なつながり～シュガーロード（炭坑とともに発展した製菓業）  

   【原田 利一郎：(株)千鳥屋本家 会長】 13:35～14:00  

◆ パネルディスカッション 14:00～16:00  

 テーマ：私たちの知らない石炭のすがた・その未来  

 パネリスト：岩切 俊一（九州経済産業局 資源エネルギー環境部長）  

             伊崎 数博（九州電力(株) 火力発電本部火力部長）  

             佐藤 孝志（新日本製鐵(株) 八幡製鐵所 生産技術部）  

             中川 茂（西日本新聞社 報道センター本部長）  

             石窪 奈穂美（消費生活アドバイザー、鹿児島大学非常勤講師）  

             野口 徹（福岡市博物館 事業管理部長） 、他  

 



体験・展示コーナー 10:00～16:00  

◆ 石炭科学実験教室（C-CUBE 3F 学生実験室）  

 発電実験、石炭燃焼実験、CO2貯留（吸収）実験、など  

◆ 展示ブース（C-CUBE 3F ギャラリー、301・303講義室）  

 パネル：石炭の歴史、重要性、利用技術、新技術、他  

◆ 映像コーナー（C-CUBE 3F）  

◆ インターネットコーナー（C-CUBE 2F E-Learning室）  

◆ 研究室体験（C棟、先導研）  

  石炭・バイオマスの利用（林研、尹研）  

   グリーンIT（菊池研、横山研、佐藤研、藤田研）  

   環境調和材料（寺岡研、島ノ江研）  

◆ 展示コーナー  

  電気自動車、エコキュート体験コーナー（E棟前駐車スペース）  

  燃料電池、有機ELテレビ（C-CUBE 3F）  

 

〈会場地図〉  

 


